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農業生産と異常気象

わが国の農業と気象災害

わが国はアジア大陸の東岸に位置するために，いわゆ

る東岸気候が天候変化の大きい国である。また中粋度に

あるため四季の移り変りが明瞭で、あり，その移り変りの

異常さによっても災害が発生する。さらにわが国は山岳

島であり，平地が少なし耕地は山地に多く聞かれてい

る。気象は地形によって変えられることが多く，いわゆ

る局地気候が発達し，風道 .~í穴などの災害常習地が各

地にみられる。

このようなわけで、，作物の種類の多いわが国では，各

種作物に四季を通じて多種の災害が発生する。その主な

ものは冷害・干ばつ・風水害・霜害・寒害・雪害・雨害

などである。

災害の発生には季節性があり 3 冷害は夏期，干ばつも

夏期が一番被害が大きいが，冬期にも 3 また春にも秋に

も発生する。風水害は台風に伴なう害であるが，水害は

梅雨fl寺にも融雪|時にも発生する。また風害は台風のほか

に冬の季節風によっても起る。霜害は春と秋に発生する

が，晩春の晩霜害が実害が大きい。寒害・雪害は冬期の

災害であり，雨害は主とLて梅雨時の害である。

その他，災害には地域性があり，発生しやすいところ

と，そうでないところがある。またこのような災害の季

節性と地域性から，被害の対象作物が限定されることが

多い。

以上のように3 わが国はもともと気象災害の起りやす

い国であるが，最近，とくに昭和38年 (1963)以来毎年

のように異常気象が発生し，作物生産を不安定にしてい

るが，これは高緯度地帯の寒冷化と宿接な関連があると

いわれている。

異常気象と地球の寒冷化

平年の気象状態は，過去30年の平均値で示される。こ

東北農業試験場長

坪井八十

の平年値から，ひどくかけ匂はなれた気象値が発生すると

異常気象であり，これが気象災害の原因となる。気象専

門家の間では， 25年以上に 1回程度の珍らしい現象を異

常気象といっており，新聞など、で、普通使われる感覚とは

やや相違している。

また異常気象は，いつも気象災害と結び付くとは限ら

ない。昨50年の米の大豊作は， 10月始まで、続いた異常残

暑が原因であり， 1時にはそのように良い面に現われるこ

ともある。

とにかく 25年にl[e]とか， 100年に 1回というような

珍らしい気象現象が起ることは，良いことではない。平

年値を中心として生活・生産が行われている現在，異常

気象の原発は，われわれの生活・生産活動を狂わすこと

になる。見かたを変えると，異常気象が頻発するような

H寺代になると，これまでの気候から，新しい気候に移行

しはじめているのだという認識が必要で，次の気候条件

下での生活-生産設計を考えろとの警告と受取るべきか

も知れない。

図1はこの関係を示したものである。この図は気視を

示したものとすると， Aはこれまで続いた温暖気候期，
_，....州~...句d・"‘，，，.匂P旬吋"、I'~h"'i... ‘u.旬-・t、""h"1"、，、.吋・'‘u'i，I'(.，・.， ..4. ，.....'~・4・...~~・...‘・'・..・..~..，‘・.~.，・M・f..，....，・、14，0"

<目次> ~ 
~ s農業生産と異常気象 (1) ~ 

東;11:農業試験場長 坪井八十二 j 
~ sみかんに対する“施肥"の変せんと : 
i その拠りどころ………・…・……・・・・・・・ (5) ~ 

~ ~制作詩思議山村文三 ; 
~ s施設園芸に対する投資と採算………………・….(7) } 

~主として施設建設費と採算の関係~ j 

FF器管官fT塁棚田幸雄 ; 

i ※昭和31 f[ó酎~7.J'国農業生産の見通し (4) } 

}※世界の飼料穀物需給 附) } 

jあとがき 陥) { 



(2) 第三種郵便物認可 農 業

Bは将来来るであろう寒冷気候期，現在は両気候期の聞

に当たる移行期 (C)とみるのである。移行期では温度

変動が大きく， A時代の温度の現われる、ことが多いが，

時にはB時代の温度も現われる。実際にはB時代という

のは将来のこと。

したがって図の①のような温度が現われたとすると，

図 1 移行期間の大きい気象変動一、(模式図) (根本から)

C 

持ー移行期間→;

A時代を基とした統計では，このような低温は 100年に

1度，あるいは 500年に 1度という珍らしいものという

ことになろう。これは明らかな異常気象であり，また実

際にも大きい低温の被害が出るであろう。しかしもしB

のような寒冷気候期の統計でいえば，①のような温度は

決して珍らしいものではないということになる。現在は

珍らしい低温が発生しているが，それはCの移行期にあ

るからで、ある。

地球の寒冷化との関係

実際には異常気象といっても，低温だけではない。異

常な高温や干ばつも発生している。昨年のわが国でも 9

月に異常残暑があったし，今年の4月18日，ニューヨー

クは 100年ぶりの異常高温におそわれている。

一方3 この冬2月，モスクワでは-38度という寒波に

襲われた。これは50年来第2位の寒さということである

同じ 2月，アメリカの中南部から西部にかけて干ばつが

発生し，冬小麦に大きい打撃を与えたとし、う。

このような世界的な異常気象は1"地球の寒冷化」に

よると気象専門家は説明している。

中緯度地方の上空には，西から束に偏西風が3たいてい

る。北|置を中心とする寒気の抗が小さく落ち付いている

ときは，図2の左のようにp 偏西風はし、く分高緯度より

に東西に規則的に流れることが多い。

と 科 ~ 
うL 昭和51年 7月1日

ところが北極地方の寒冷化が進み，高緯度地帯に寒気

が蓄積されると 3 赤道付近の低緯度地帯との温度差が大

きくなり 3 気塊の配置が不安定となる。そこで高緯度地

帯の寒気がある場所から南下してくる。一方では，南方

の暖気が北上するところができる。

このようになると偏西風は，図2の中央のよう巴南北

に大きく波打つようになる。左の図が東

西流型で，仁ド央の図が南北流型といわれ

ている。

南北流型が発達するときは，偏西風の

谷に当るところは寒気の南下したところ

で，冷夏や寒波が発生しやすくなる。反

対に尾根に当るところは，南からの暖気

が北上したところで，暖冬や干ばつに見

舞われやすい。そして北の寒気，南の暖

気が隣り合う境では低気圧が発達しやす

く，大雨や集中豪雨になりやすい。

今後の天候見通し

それでは，今後の天候の見通しはどう

なるのか。この予測はむずかしいようで

気象技術者によって，考え方は必ずしも

一致していない。しかし現在，高緯度地方の寒冷化が進

んでいることは，一致して認めるところである。気象庁

は，この寒冷は今後10数年は続くだろう，もしそうなれ

ば，明治時代のような寒冷期になるであろうとしてい

る。

図 2 寒冷化の進行と偏西風の流型と位置の変化
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また人によっては，これまでの統計から，北極地方の

気温が平年の水準にもどるには，最低70年はかかる。こ

の寒冷化は1940年ごろから始まったので，平年にもどる

のは早くみて2010年ごろであろうとしている。そして寒

冷化が一番強くなるのは，太陽活動がもっとも弱まる19

80年代であろうという。

このような見通しなので，今後しばらくは異常気象が

多発し，とくに1985年を中心に，北日本では激しい冷害

の発生が予想されている。また最近は大型台風の来襲が

少なくなっているが，今後はしだいに多くなり， 1980年
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，..__，85年‘(昭55年，..__，60年〉ごろ大型台風が多数来襲するで での栽培を避けること。とくに果樹・茶。グワなどのオく

あろうといわれている。 年作物では，このことが大切。

このほか北日本が大冷害の年に大型台風が上陸してい

る。な主えば昭和9年の冷害のとき室戸台風， 20年には一 ② 被害の分散をはかる

枕l崎台風， 29年に1[RJ爺丸台風というように・…・・。いずれ 災害の発生しやすし、地方では，作物の危険期が一定時

にしでも， 1980~85年ごろが気象災害多発年ということ 期に集中しないよう生育1I寺j拐をずらした栽培を行なう。

になろうか0 ・ 冷害や霜害または風害の起りやすい地方では3 早・中・

ではp それまではどうか。いうまでもなく寒冷化が進 11ft生の品種を組合-)-とか，定植j切をずらすような危険分

んでいるので，それまででも，異常気象は発生しやすく 散を行なう。

気をゆるめるわけには行かな¥，、。

それ℃、は今年はどうか。春先から異常低温が発生し， ③ 作物に抵抗力を付ける

農作物には各地でかなりの障害が発生している。気象庁 同じ異常気象が発生しでも，作物の方む抵抗力の速い

の長期予報によると，今年の梅雨明けはおくれ， 8月に で実害に大きい差が現たれる。

は夏らしい天候となるが，ー!時的低温が予J留され3 秋冷 その確実な方法の一つが抵抗佳品種の採用である。水

は早く来そうだということである。格別強い冷害の発生 稲でいえば，耐冷性品種の作付けである。その他3 大切

を予芯(してはいないが，昨年のような異常残暑は期待で なことは，丈夫た作物に育てることである。どに作物に

きない。 ついても，どの災害に対しても 3 丈夫な健康な作物に育

てておくことが何よりの対策とたる。病害虫の被害を受

異常気象の対応策 け主『作物けっ気象災吉の WLl~~: ム大きくなる。また茎葉を
異常気象の多発時代には，その対応策を平糸川b準備 丈夫にう、るだけでたく3ιに活力がJijjL中深く件びて
しておくことが，何よりも大切なことである。 いる場合にt九災723抵抗力が大きい。

とくに，作品栽培では異常気象発生時に応急的に対策

を実施しても 3 効果は限定される。栽培計画全般が防災 ④ 災害気象・三改良する

的;':s:配慮、で用意されてはじめて，被害を転減できる。し 異常気象を少しでも改良することができれば3 より積

た.がって，今年の対策には間に合わないことも多いが， 極的な対策となるがp 災害の種類により 3 できるものと

対応策の基本から考えてみたし、o できないものがある。またその対策も，恒久的なものと

応急拍なものがある。

基本的な考え方 風害に対する|坊風林や防風生垣，冷水地帯の温水池や

各種災害に共通した対策の基本的な考え方として，次 温水路などは恒久対策でふり 3 公共施設のことが多い。

の5つをあげることができる。 干ばつね|降水不足が直接の原因ではあるが，夕、、ムや潟池

¥，D 災害の危険期・危険地を避ける の整備で，被害な防ぐことができる。一方，霜害時に3

②被害の分散をはかる 燃料をたいて加熱して被害を防ぐのは応急対策である。

③作物に抵抗力をつける これらの対策は平素から施設を維持管理し 3 応急的なも

④災害気象を改良する のはあらかじめ十分な準備をしないと，必要なときに効

⑤被災後に適正な手当てをする 果をあげにくい。

災害の種類により，また対象の作物により，重点を置

くべき項目はし、く分相違するであろうが，災害危険地で ⑤ 被災後に適正な手当てをする

は3 これら各項目の対策が体系化され3 用意されておく 被災後の手当いかんで実害を軽くできることが多い。

ことが大切である。 作物の補償方・再生力などに期待するのであるが，その

ためには被災直後の正しい診断により，手当てをいかに

①災害の危険期・危険地を避ける すべきか私?;J，ザぬる必要がふる。診断を誤まり，正反対の

災害ーの起り方には季節性があり，地域性とくに局地的 手当てをしためで‘は，かえって実害を大きくする。台風

常習地がある。一方，作物の方には，被害を受けやすい で倒れた果樹の手当てのしかた，落葉した果樹の勇定・

生育.時期がある。 摘果のしかたなどに、注意を要するところである。

災害白起りやすい時期と作物の危険期が重ならないよ

うに，栽培法を計画することが大切。また，災害常習地
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主要災害に対するこれからの対応策 ろん中西部日本でも，高冷地水田では有効で、ある。

夏の主要災害といえば，冷害・干ばつ・風水害であ もう一つの大切なことは，いもち病防除である。これ

る。いずれにしても生育盛期の夏になって，対策として までの共同防除組織が崩れたところが多いので，早期発

できることはごく限られることになる。今さら品種を取 見・適期防除の基本が守られにくくなっている。是非と

かえることもできないし，肥料を抜くわけにもいかない も建直して防ぎたいものである。

から・・・・・・

く台風について>

く冷害に対して> この数年全般的には台風被害が少ない事が続いた。今

水稲の冷害については，一時的低温対策でろう。すで 年は 2'-"'3個上陸の予想である。風害を防ぐことはむず

にご承知のように，穂ばらみ期と出穂開花期は，低温の かしいが，作物を丈夫に育てておくことが大切。窒素の

被害を受けやすい時期である。 やりすぎをさけ，病虫害防除を行なうなど平素の管理が

一時的低温が来そうなときは，できるだけ，深水をた 大切である。収穫期になった作物は，早目でも収穫する

ふえることが有効である。深水の程度は10'-"'15 CJnは必要 ことも有効。最近は水稲の刈取機が普及したので，来襲

である。これより深ければ更に有効。 時の進路判断と決断が必要である。また被災後の手当て

しかしこの方法は，応急的にそのような深水かんがい いかんで，実害の軽減ができるので，台風後の障害診断

ができるような高ウネと，用水の準備が必要である。北 を正しくし，早く・正し lく実施することも忘れてはなら

海道では効果をあげている方法なので，東北地方はもち ない大切なことである。

昭和 51年度わが農業生産の見通し

実数または指数 対前年度増減(ム)率(%)

単 位 50年度 50年度 51年度見通し
48年度 49年度

(概数)
48年度 49年度

(概数)

牛 乳 生乳生産量 万トン 490 488 501 ム 0.9 ム 0.5 2.8 前年度よりやや増加

牛 肉 成牛と殺頭数 万riIi 76 109 110 628.5 43.9 0.7 
上期は前年同期よりかなり減少
下期は前年同期並み

豚 肉 と殺頭数 万9ft 1，438 1，523 1，400 8.8 5.9 ム 8.1
上期は前年度より若干減少
下期は前年同期よりやや噌加

鶏 卵 生産量 万トン 180 179 180 0.3 ム 0.5 0.5 
上期は前年同期よりわずかに増加
下期は前年同期並みないし若干減少

ブロイラー 出荷羽数 千トン 428 440 445 10.0 2.6 1.2 
上期は前年同期よりかなり増加
下期は前年同期よりやや増加

みかん 収穫量 千トン 3，389 3，383 3，665 ム 5.0 ム 0.2 8.3 前年度並みないしやや減少

りんご JJ JJ 963 850 898 0.4 ムi1.7 5.6 前年度よりやや減少

ぶどう /1 /1 271 295 284 0.7 ¥8.9 ム 3.6 前年度よりかなり増加

野 莱 収穫量指数
45年度

105 102 103 ム 2.4 ム 2.2 1.2 前年度よりわずかに塙リ'JfI
100 

大 旦 収穫量 千トン 118 133 126 ム 6.6 12.4 ム 5.4 前年度並みないし若干増加

茶 荒茶生産量 /1 101 95 105 6.3 ム 5.9 10.7 前年産よりわずかに増加

繭 収繭量 " 108 102 991 2.9 ム 5.8 ム10.5 前年産よりややないしかなり増加

米 収穫量 1/ 12，149 12，292 13，165 2.1 1.2 7.1 前年産よりかなり減少

麦 11 /1 419 465 462 ム31.2 11.2 0.6 前年産よりやや増加
J_ 

L一一ー一 一一一一一一一


